
1997 (平成9年)

2月号
No.457 

、

降醤謹温m面目

今金町民憲章

。民主主穏に禍して生，舌を合理化して近代的な町にいたしましょう.
0 健躍で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう.。按能をみがき産業の開尭に努め豊かな町にいたしましょう.
0 教聾をたかめ韮しく生活できる平和な町にいたしましょう.
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予
算
と
決
算
は
、
町
放
を
進
め
て
い
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
も
の
で
す
。

平
成
7
年
度
決
算
は
、
総
合
福
祉
施
設
建
設
事
業
、
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
、
南
団
地
公
営
住
宅
建
替
事
業
、

公
社
営
畜
産
基
地
建
設
事
業
、
春
日

井
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
・
大
和
南
北
線
特
改

一
種
事
業
等
が
行
わ
れ

設
資
的
経
費
は
総
額
鈎
億
1
千
9
百
肝
万
9
千
円
で
歳
出
の
お
・9
%
を
占
め

る
積
極
的
な
予
算
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
・決
算
特
別
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
さ

れ
‘
第
4
固
定
例
町
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
.

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
通
常
経
費
の
削
減
に
つ
と
め
、

明
る
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
福
祉
の
向
上
、
町
道
の
整
備
、
産
業
基
盤
の
充
実
と
町
民
の
生

活
に
密
着
し
た
事
業
を
当
初
の
計
画
ど
お
り
完
成
し
ま
し
た
.

今
月
号
で
は
、

1
年
間
の
決
算
内
容
を
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
.

一般会計町民一人

当りの決算額

う使われた的にこ限られた財源を効果
計決算 の状 況

1，053，858円

町税 82，322円)

1，050，148円

入

内

出

歳

歳

1.2% 

証券・証券・
その他の権利

聾
286， 030千円

355， 176千円
58 ， 41 1 ~千円

144， 757千円
91， 390千円
49， 527千円
411， 037千円
481， 854千円
6，000千円
100， 00日千円
175， 038千円
149，317千円
30， 000千円
10， 143千円
10， 000千円
10，000千円
13， 535千円

[2) 

90. 958 

労働質問 6640.1%

基 金
財政 調整基金
園保事業財政問監基金
土地開尭基金
閏宮土地改良支払基金
奨学 賞 金貰付基金
田昌酒欄線代替繍量確保基金
耳慣基金
高林宝庫基金
ふるさと創生基金
文化センタ一連股基金
地織福祉基金
量地調動北対策貴金置付基金
中山間ふるさと水と土地畢童基金
河川環墳保全基金
丹羽文庫基金
簡氷財政調盟基金

施会費

商工費 87，342 1.11言

駅

町有財産の状況 I

内

一般会計・特別会計で使われたお金

106億74，656千円です。

1.3% 
0.8% 
0.2% 
0.3% 。0%。1%

消防費

220. 337 
2.9% 

96，839 
59，458 
13. 659 
26. 785 
1. 558 
4. 800 

亡二二町 償1.111.50014.4% 

使用料及び手数料
自動車取得税交付金
利子創交付金
繰越金
交通安全封筒特別交付金
寄附金

国国自由

撃事露

圃
掴
岨
凹
柚

日開
明

車踊車

道支出金 617，233 8.0% 

財産収入 115.298 1.5% 
地方自良与を提 1制 ，006 1. 8% 
分担金及び負担金 208. 678 2. 7% 
繰入金 345，958 4.5% 
諸収入 467. 697 6. 1 % 

日韓一
地

匙主コ
1，664，195ni 

土

• 

• 

• 

• 

(千円)

ぷヌ当ズ、 言十 名 歳 入 歳 出 差 引 額

国保特別 会 計 事 業勘定 728， 578 697， 164 31，414 I 

簡易水道事 業特別 会 計 261， 776 255， 779 5，997 I 

老人保健特別会計 829，578 829， 570 

収益的収入及び支出

総収益 総費用 差 引額

1. 187.629 1. 158.051 29. 578 

国保特別 会 計施設勘定
資本的収入及び支出

収 入 支 出 差 引額

48. 066 53. 307 ム 5.241 

。平成7年度の主な事業は次のとおりです。
(補助事業) (千円) (単独事業〉 (千円)

総合福祉施設建設事業 701，200 .土地・ 家屋購入事業

交流促進センター建設事業
日本海地域新産地育成事業 14，500 

465，454 北海道米銘柄確立対策事業

普通林道ブイタウシナイ線開発事業 56，000 公社営畜産基地建設事業 85，840 

雪寒機械 購 入事業
公共牧場 施 設整備事業 14，835 

28，299 肥I音用水配水管布設事業

日進黄金線道路改良 ・舗装新設事業 130，000 中里川沿地区ふるさと緊急農道整備事業 29，997 

八束宮前線特改四種事業
農業基探確立対策事業 34，O78 | 

22，300 ピリカ温泉施設等改修事業 16， 736 

力日川線 特改 一 種事業 13.250 農業基撚 確 立 対策事業 34，078 
大和南北線特改一種事業

都市計画街路事業 85，000 給食センター調理用備品購入事業 18，002 

後志利別川緑地運動公園造成事業 18.000 神丘地区畑地帯総合土地改良事業
神丘2期地区畑地帯総合土地改良事業 48，884 

下水道計画策定事業 15，000 西部地区水田営農活性化基盤整備事業 11，997 

南団地公営住宅建替事業 186. 562 利別地区地域交流促進農道盤備事業 24，361 I 
イマヌエル地区ふるさと農道緊急整情事業 29，288 

国営北槍山左岸地区かんばい事業 16，675 春日井地区土地改良総合楚備事業 69，317 

国営北槍山右岸地区かんばい事業
光台2期地区民免農道整備事業 24，916 

20， 765 北海道総合行政ネットワーク整備事業 12，061 
国営東部地区農地開発事業 75， 739 南通線受託 事業 82，460 

[3) 
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決
意
を
新
た
に
!

新
年
交
礼
会
開
催

例
年
行
わ
れ
て
い
る
町
主
俄
の

新
年
交
礼
会
が
1
月
7
日
.
町
民

セ
ン
タ
ー
で
町
長
、
町
議
会
議
員
、

股
業
委
員
、
各
種
委
員
、
自
治
会

町
内
会
長
、
官
公
庁
の
代
表
者
、
川

幹
部
な
ど

ω名
が
出
席
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
長
の
年
頭
の
挨
拶
で
は
、
総

合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」
の
運
営

開
始
、
道
立
高
等
学
校
の
開
校
を

は
じ
め
継
続
事
業
の
促
進
と
と
も

に
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
路
般
の

振
興
対
策
の
稲
田
制
的
な
推
進
を
図

り
、
さ
ら
に
、
本
年
が
明
治
初
年
か

ら
の
自
治
制
施
行
百
年
記
念
の
年

を
迎
え
、
先
人
の
方
々
の
功
般
を

あ
ら
た
め
て
讃
え
る
と
共
に
、
引

世
紀
を
展
望
す
る
重
要
な
意
味
を

も
つ
も
の
と
し
て
町
民
総
力
を

結
集
し

「豊
か
で
住
み
良
い
町
づ

く
り
と
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
推

進
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
述
べ

て
い
ま
し
た
。
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消
防
出
初
め
式

無
火
災
を
め
ざ
し
て

今
金
町
消
防
団
に
よ
る
出
初
め

式
が
1
月
6
目
、
第
i
分
団
(
今

金
)
、
第
2
分
団
(
磁
川
)
、
第
3
分

団
(
花
石
)
の
分
団
員
と
消
防
車
な

ど
が
参
加
し
各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た。
町
内
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
神
社

前
を
は
じ
め
、
制
応
街
な
ど
で
消

防
聞
の
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
、
木

熊本県のこどもたちが来町

“少年少女のシュプール96"

雪合戦を楽しむスキー、

給
ゃ
っ
こ
が
披
冊
附
さ
れ
、
沿
道
の

凡
物
人
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び

て
い
ま
し
た
。

観
閲
式
で
は
、
各
分
団
員
・
消
防

職
員
幻
名
が
村
本
町
長
.
河
村
消

防
団
長
の
観
閲
を
受
け
、
今
年
I

年
の
火
災
予
防
の
普
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

(e • 
昨
年
に
続
き
、
熊
本
県
北
部
の
山
鹿
市
と
周
辺
の

*

5
町
で
構
成
す
る
山
鹿
鹿
本
広
域
行
政
事
務
組
合
主

催
の
H

少
年
少
女
の
シ
ュ
プ
ー
ル
鉛

u

小
学
生
初
*

名
、
中
学
生
初
名
指
謀
者

ω名
の

一
行

ω名
が
は
月

初
日

t
m
日
の

3
日
間
滞
在
し
ス
キ
l
、
雪
合
戦
な
*

ど
を
通
し
て
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

ew 

今
年
で
2
回
目
の
こ
の
事
業
は
、
雪
国
の
子
供
た

ち
と
の
交
流
、
生
活
体
験
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の
良

*

さ
の
再
発
見
に
役
立
て
よ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
荻
野
吟
子
の
夫
で
神
丘
の
開
拓
に
尽
く
し
た
志

*

方
之
替
の
出
身
地
と
い
う
縁
で
本
町
の
雪
国
体
験
と

交

流

を

行

っ

て

い

る

も

の

で

す

。

*

ピ
リ
カ
ス
キ
l
場
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
た
ち

*

は
ス
キ
ー
は
初
め
て
の
な
か
で
今
金
町
ス
キ

l
連
盟

の
指
導
員
か
ら
ポ

l
ゲ
ン
を
教
わ
り
、
ス
キ
ー
の
楽
*

し
さ
を
満
喫

し
て
い
ま
し
持

た
。

*
 

ま
た
、
お

互
い
の
地
域

十

紹
介
、
郷
土

芸

能

の

披

中

鋭、

雪
合
戦

な

ど

を

行

÷

ぃ
、
雪
国
な

ト

ら
で
は
の
文

化
、
県
境
に
*

触
れ
て
い
ま

・

し

た

。

-

司

ヨ配

恵さん

全国中学生人権

作文コンテスト

中央大会で優秀賞

ば
れ
た
、
最
優
秀
作
品
目
引
編
を
対

象
に
審
査
が
行
わ
れ
、
内
閣
総
忠

大
臣
賞
、
応
優
秀
釘
に
次
ぐ
優
秀

作
H

と
、
北
海
道
か
ら
は

一
人
だ
け

の
受
白
と
な
り
ま
し
た
。

本
塚
さ
ん
は
、
こ
ん
な
大
き
な

賞
は
は
じ
め
て
で
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

(4) 

塚本
「
平
成
8
年
度
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
中
央
大
会
」
で

新
年
号
に
掲
載
し
た
、
今
金
中
学

校
3
年
生
の
本
塚
市
い
さ
ん
の

「一

つ
の
経
験
を
通
し
て
」
の
作
文
が

凡
事
、
優
秀
筑
に
向
き
ま
し
た
。

伝
述
式
は
、

l
月
初
日
中
学
校

の
始
業
式
後
に
行
わ
れ
、
函
館
地

方
法
務
局
浦
山
弘
志
人
権
擁
護
課

長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
、
全
校

生
徒
の
前
で
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し

た
。応

募
作
品
は
、
全
国
で
制
万
8

千
編
余
り
か
ら
各
地
方
大
会
で
選

ce • 

会

以町

仇

与

4

・一九

齢

w

・1
6

1
中

t

n

ム

4
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骨
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‘
、
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S
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木
札
が
飛
び
交
う
熱
戦

こ
ど
も
会
連
合
会
百
人

今
金
町
こ
ど
も
連
合
会
(
会
長
大
崎
洋
ご
主
催
の
第

6
回
百
人
一
首
大
会
が
1
月
日
日
.
今
金
町
百
人

一
首
ク

ラ
ブ
の
協
力
で
総
合
体
育
館
の
武
道
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。
大
会
は
、
冬
休
み
の
問
猛
練
習
で
腕
を
府
い
た
小
学
生

部
チ
l
ム
、
中
学
生

3
チ
l
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

各
チ
l
ム
は
3
人
一
組
と
な
り
、
予
選
リ
ー
グ
戦
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
、
駆
け

つ
け
た
父
母
、

地
域
の
仲
間
な
ど
の
応
援
を
受
け
鋭
い
気

合
と
と
も
に
身
を
乗
り
だ
し
て
木
札
を
と
ば
し
合
う
激
し

首
大
会

い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
小
学
生
の
部

①
八
束
こ
ど
も
会
E

②
団
代
こ
ど
も
会
B

③
八
束
こ
ど
も
会
A

マ
中
学
生
の
部

①
今
金
中
C

②
今
金
中
A

③
今
金
中
B

ま
た
、

ゆ
日
に
柏
山
地
域
子
ど

も
会
育
成
協
機
会
主
催
の
第
同
回

「
こ
ど
も
カ
ル
タ
大
会
」
が
瀬
棚
町

で
開
催
さ
れ
柑
山
管
内
の
各
町
か

ら
予
選
を
勝
ち
抜
き
選
ば
れ
て
き

た

ωチ
l
ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
町
か
ら
は

9
チ
l
ム
が
参
加

し
、
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
、
決
勝
ト

l
ナ

メ
ン
ト
と
勝
ち
進
み
善
戦
し
ま
し

た
が
惜
し
く
も

一
般
男
子
の
部
で

今
金
A
チ
l
ム
(
田
中
俊
行
、
谷
崎

俗
規
、
大
場
彩
人
)
が
品
高
位
4
位

と
な
り
ま
し
た
。

〕5
 
〔



函
館
職
安
北
槍
山
分
室
が
八
雲
出
張
所
に
統
合
さ
れ
ま
す

函
館
公
共
職
業
安
定
所
北
徳
山

分
室
は
、
昭
和
幻
年
に
開
設
以
来

永
年
に
わ
た
っ
て
地
域
住
民
の
よ

き
相
談
窓
口
と
し
て
業
務
を
行
つ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
各
町
長
を
は
じ
め

存
続
要
請
を
行
い
ま
し
た
が
、

4
月
か
ら
は

「
職
業
相
談
室
」

を
設
置

職
業
相
談
員
を

相
談
室
に
は
、

日
常
的
な
職
業
相
談

成

9
年
3
月
泊
日
を
も

っ
て
分
室

功
績
を
た
た
え

常
駐
さ
せ
、

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

が
廃
止
さ
れ
八
雲
出
張
所
に
統
合

業
務
や
雇
用
情
報
の
提
供
を
行
う

ほ
か
、

毎
月
定
期
的
に
職
員
を
派

今
後
は
、

4
月
1
日
か
ら
北
橋

遣
し
て
、

雇
用
保
険
業
務
を
処
理

「函
館
公
共
職
業
安
定
所

山
町
に

北
袷
山
職
業
相
談
所
」

平

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
を
設
留
す

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

了 寸取扱業務

([)常時取り扱う業務(相談員が取り扱う業務)

0職業紹介業務 φ 

①求人申込、求職申込の受付

②職業相談、職業紹介

。雇用保険適用事業主関係業務

-雇用保険適用事業所名称・所在地など簡

易な届出の受付

(2)特定日に取扱う業務(派遣職員が取扱う業務)

0雇用保険受給資格者関係業務

-受給の手続き、失業の認定業務

※ 相談室業務は、処理できるコンビュータが設 や

置されておりませんので、お急ぎの方は八雲?

出張所で手続きされるようお願いします。

ふ く〉詳細 ・お問い合わせ先

・函館公共職業安定所 八雲出張所

6 01376 -2 -2509 ::: 

・函館公共職業安定所 北槍山分室

6 01378-4-5724 .)・

今金商工会

永年勤続優良従業員

表彰式

0
3
年
以
上

稲
垣
ミ
ツ
ノ

亀

谷

幸

子

佐
々
木
真
澄

(右
川
旅
館
)

(石
川
旅
館
)

(
へ
ア
l
サ
ロ
ン
ワ

シ
ノ
)

(
美
容
室
ジ
ユ
ン
)

(
廃
進
堂
)

石
沢
た
か
子

津
田
奈
緒
美

0
5年
以
上

一
一
階
堂
ヨ
シ
子
(
美
容
室
ジ
ユ
ン
)

水
野
力
夫
(
僻
由
浅
食
堂
)

o
m年
以
上

今

野

雅

彦

西
部

一
幸

O
お
年
以
上

杉

村

栄

子

(
銅
進
建
設
)

(
陶
進
建
設
)

(
嗣
由
浅
食
堂
)
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民
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私
は
印
歳
に
な
っ
た
の
で

年
金
を
諮
求
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
免
除
期
間

が
あ
る
と
年
金
額
が
少
な
く

な
る
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

Q 
。
納
め
た
方
が
お
得
で

す
。
保
険
料
の
免
除
を
受
け

て
い
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

凶
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
追
納
と
い

い
ま
す
。
年
金
額
の
計
算
を
す
る
場
合
、
免
除

さ
れ
た
期
間
は
、
納
め
た
期
間
に
比
べ

3
分
の

l
の
額
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
追
納
す

よ
り
高
い
年
金
を
受
け
る
と

A 
る
こ
と
で
将
来
、

と
が
で
き
ま
す
。

ω歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
も
防
歳
に
な
る
ま
で

の
聞
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
繰
り
上

げ
に
よ
り
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
追
納
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
く

だ
さ
い
。

。
詳
し
く
は
年
金
係
ま
で

第14回いまかね雪まつり

2月8日 ・9日

ふれあい広場(今金小学校向)

会場オープン

第2回全日本だるま

さんがころんだ選手

権大会

伊藤多喜雄コンサ

卜

開発河川 PR&ゲー

ム

15∞ 会場クローズ
第 1回平成雪合戦

(昭和新山国際雪合戦出場予

選会)

会 場今金小学校グランド

開会式 9: 1 5~ 

9日

9 : 00 

10 : 00 

12 : 00 

14: 00 

会場オープン

開発河川PR&ゲー

ム

オープニングステ

ジ(鏡開き、振る舞

い餅など)

選

テ

パ

ヨ

謡

ス

ス

シ

歌

ン

る

火

き

会

オ

彩

花

抜

大

里

を

グ

ち

選

緒

空

ン

勝

予

香

夜

リ

道

権

杉

ジ

の

ク

全

手

上

一
冬
一

とき

と乙ろ

(6) 

雪まつり実行委員会 ・会場本部(2)-3670 
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楽
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員長
介、
予告

患14: 00 
4キ
:.'i 
減
速f
ー止、

主18:00 
楽
ぉ:
ピ
布、

液
凝

主
主20:30 
pト
;:-; 
¥¥ 
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大第7回ピリカカップ女
9年4月1日より労働保険料の慨算保険料を延納する場合目基準額等

が変わりますa

ジャイアントスラローム競技大会

2月23日(日)

クアプラザピリカスキー場

き

ところ

開会式

と• • 
9 : OO~ 

女第7回ピリカふれあい女

2月23日(日)

ピリカ遺跡ふれあい歩くスキー

(美利河小前)

歩くスキ大会

コース

とき

ところ

。概算確定保険料の申告納付期限

年度更新の期限が5日間延びて、平成9年度から 5月20日までとな

ります。

。慨算保険料を延納することができる概算保険料の基準額

。継続事業

労災保険 雇用保険加入 18万円以上が40万円以上になります。

労災保険のみ 9万円以上が20万円以上になります。

雇用保険のみ 9万円以上が20万円以上になります。

*なお、事務組合に委託している事業については、従来どおり概

算保険料の額にかかわらず延納することができます。

O有期事業 30万円以上が75万円以上になります。

。増加概算保険料の納付が必要な保険料の増加額 6万円以上が13万

円以上になります。

確定申告の相談日程

次の日程で、税務署の職員が計算方法や申告書の書

き方などの相談に応じます。最寄りの会場にお気軽に

おいで下さい。

合 土~l!( 日 ・ 日 曜 日 及び祝日 は、税務署は閉庁して

おりますが、申告書等を提出される方のために

「時間外収受ポストJを設置しています。

9 : 30~ 開会式
労働保険の加入手続はおすみですかっ

ご相談・お問い合わせば 下記にお気軽におたずねください。

t也 区 相 談会場 日 程 時 問

今金 町 役場大会誠室 2月24日(阿).25日(火) 午前10時~
12時

北倫山町I北楢山消防署 2月18日(火)・19日(水)

午後 l時~

瀬 棚町 役場会機室 2月20日(木) .. 年

2月17日(月)- 午前9時~

12"寺
八 重 税務 署 3月17日 (月)

午後 l時~
毎週土附日日曜日を除く 4時 総合体育館 (2)ー2026※お問い合せ

BOII-709-2311 (内)3638 北海道労働基準局正午から午後 1時までは昼休みとなっています。ネ

1
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今
金
町
商
工
会
(
会
長
山
崎
繁

樹
)
は
1
月
5
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
商
工
関
係
者
1
0
0
名
あ
ま
り

が
出
席
し
、
永
年
勤
続
優
良
従
業

員
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
会
長
よ
り

一
人

ひ
と
り
表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
陶
由

浅
食
堂
に
勤
務
す
る
杉
村
栄
子
さ

ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(
敬
称
略
)



もうすぐ1年生
今年は64名が入学します

待
。
静
静
止
ザ
待
。
待
。

待ちに待った入学の日が近づいてきました。新入学のみなさんは、期待に胸をふく

らませていることでしょう。各学校では。やさしいお兄さんお姉さんがみなさんの入

学を待っています。

今年入学されるみなさんを紹介します。名前のもれている人、転入された人は教育

委員会までご連絡ください。

4
H
4
ザ
品
町
時
時
抗
ザ
待
待
。

今今今今今今今今今今今今今今今今今今神金金八八八種種種種芝
金金金金金金金金金金金金金金金金金金丘原節、束束束川川川川 s

岡本長三安

崎達達氏

山西黒岸緩植山中久川斎加柴川回
+刊

本涼老吉高山西早外細

宮本林塚

名

性

別

咲

輝

女

美

女

介

男

羽

男男男男女女男

育裕雄拓

崎里倉村崎本雪

将太拓絢理

回

干実需寸秀敬

介

嘉

彬

日
香
里

芽

衣

章

洋
聖

矢

桃

子
理

恵

山村保崎藤藤崎丸僚川崎川

健裕美• • 

⑧
⑮
⑧
@
広
場

花
石
小
4
年

楽
し
か
っ
た
学
習
発
表
会

由
香
さ
ん

篠
木

十
一
月
十
日
、
花
石
小
学
校
の

学
習
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

ソ
メ
コ
と
オ
ニ
の
紙
し
ぱ
い
で

練
習
よ
り
声
が
出
た
し
、
強
く
言

う
所
は
、
だ
い
た
い
強
く
言
え
た

と
思
い
ま
す
。

歌
は
、
練
習
の
時
は
、
お
客
さ
ん

が
い
な
く
て
き
ん
ち
ょ
う
し
な
か

っ
た
け
ど
、
本
番
の
時
、
お
客
さ
ん

が
た
く
さ
ん
き
て
、
ド
キ
ド
キ
し

ま
し
た
。
だ
け
ど
大
き
な
声
で
歌

え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

ザ
」
き
り
こ
は
、
練
習
の
時
、
全
ぜ

ん
だ
め
だ
っ
た
け
ど
、
本
番
は
う

ま
く
い
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
さ
ん
ぽ
と
花
の
メ
ル

へ
ン
の
時
.
わ
た
し
は
花
の
メ
ル

ヘ
ン
の
最
初
の
所
が
速
く
な
っ
て

か
ら
、
が
ん
ば
っ
て
合
わ
せ
ま
し

た。
ソ
l
ラ
ン
ぶ
し
は
、
少
し
速
く

な
っ
た
所
も
あ
る
し
.
合
っ
た
所

も
あ
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
で
す
。

太
と
は
、
少
し
速
く
な
り
ま
し

た
二
生
け
ん
め
い
合
わ
せ
よ
う
と

し
て
も
だ
め
だ
っ
た
か
ら
、
次
は

合
わ
せ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
の
学
習
発
表
は
‘
が
ん
ば

れ
る
だ
け
が
ん
ば
っ
た
か
ら
、
と

て
も
い
い
学
習
発
表
会
に
な
り
ま 貴馬也香絵廉晃穂晴陸希一夫ロ長人樹

男男

露~ ~査長議長吾手議二兎吾(実(議扇雀(克辰春菌肩議案采 霊
志亮智哉 H百雄 司史 J】夫 一 実 jA巌則光*実旦宣明!!:章 二 之 ー 者

男男女女男男男女女男男女女女男男

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

山伊瀬小上越寺垣外橘織小地鈴田佐武伊大平仲親瀧松木梅秋佐相
々
木川

中
里
山
児
童
と

老
人
ク
ラ
ブ

交

流

藤戸川

結佑基智隼

田

人哉好梨貴奈

亜
砂
人

華
菜
子萌太古山志e+，ト

挙
す斐毅

西揚木

目

田沢本崎

直真健

中

甲

回中

み
さ
ち

真摩

原元

美志祥
住

人咲平子穂子優耶，票

谷津村戸

昌彩綾弘美

東場尾川

剛智賢

山藤

史美輝夏奈

女女女男男男

(
宏
)

(
悦
子
)

(
守
)

(
明
美
)

(一二
章
I
)

(
正
)

(
直
貴
)

(
厳
)

(
徹
)

(
均
)

(
幸
治
)

(
洋
)

(
孝
司
)

今今今今今今
金金金金金金

(
秀
幸
)

(
伸
夫
)

(
政
明
)

(
勇
治
)

(
繁
嗣
)

(
貞
一
)

(8) 

男女女男女女男男

信裕篤倫義生隆秀康忠孝臨康岩山津
男司志夫春寸則樹弘大夫陛之 男~哉
"--''-'''-''--''--'''-''---''---''-''---''--'''--''--''---'--子

西北木

見南

悟央菜輝伸結

男女女男男女

女女女女男女女女男男女男女女男• • 
梨優雄紘

山植中

田本村
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中
里
小
学
校
(
校
長
幅
隆
二
)

は
ロ
月
初
日
、
中
里
老
人
ク
ラ
フ

ω名
を
招
い
て
学
校
を
挙
げ
て
餅

っ
き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
も
ち
米
は
、
春
に
嶋
三
喜

雄
さ
ん
の
田
ん
ぼ
を
借
り
て
植
え

付
け
し
、
児
童
た
ち
が
秋
に
収
穫

し
た
も
の
で
、
納
豆
も
ち
、
き
な
粉

も
ち
な
ど
を
つ
く
り
小
学
校
を
訪

れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
交
流
し
ま
し
た
。
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、

地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第244号

(重点目標)

心豊かな学習をめざして
今金町・ IIIT民'1'級の活動からー

ま画て応の学分河 13てで
主すし主し実習散か 全 団い主町
な。運休て態内しら町体る体民z gR詰主君Z昔官号 FE宮
市 れ学さ lそり地広ま E5学
LJ て習れズの、区くす:孟習の
iま おをすに地そま 美 r を意
り言十べ対域ので利 がし思

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
方

々
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
の
機
会
の
提
供
と
普
及
を
目

的
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
巡
回
指
導
を
間

一

J

催
し
ま
す
。

一

一

本
町
の
体
育
指
導
委
員
や
ス
ポ

一す

一
l
ツ
指
導
員
が
実
際
に
皆
さ
ん
の

一ま

一
地
域
に
出
向
い
て
各
種
の
軽
ス
ポ

一

A
了

ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
の
実

一知

一
技
指
導
を
行
い
ま
す
。

一を

日
ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
に
按
し
て
い

一書
T

な
い
方
で
も
気
軽
に
で
き
る
穣
目

、
}

も
あ
り
ま
す
の
で
各
地
域
で
こ
検

副
討
の
う
え
希
望
さ
れ
る
地
域
が
あ

一組

一
リ
ー
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

一
ツ

一

な
お
、
必
要
な
用
具
は
主
催
者

一
』

で
用
意
し
ま
す
。
日
時・

場
所
等
に

一ポ

一
つ
い
て
は
お
申
し
込
み
の
際
に
協

一
ス

一
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一軽

一

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
と
し
て
は

一域

一
①
ソ
フ
ト
バ
レ

l
、
②
イ
ン
デ
ィ

一地

一
ァ
ヵ
、

③
ミ一
一ホ
ッ
ケ
ー
、

④
チ
ヤ

一

一

レ
ン
ジ
・
ザ

・
ゲ
l
ム、

一

こ
の
ほ
か
に
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

今
金
町
総
合
体
育
館

(
8
2
1
2
0
2
6
)
 

健
康
体
力
づ
く
り
と
し
て
は
、

ニ
バ
レ
ー
や
ス
キ
1
教
室
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
芸

能
文
化
面
で
は
手
芸
教
室
や
陶
芸
・

茶
道
な
ど
多
彩
な
学
習
内
容
が
展

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
研
修
活
動
と
し
て
は
視

野
を
広
め
る
内
容
と
し
て
近
郊
都

市
へ
の
視
察
研
修
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
体
験
学
習
を
通
し
て

地
域
住
民
の
相
互
理
解
が

一
層
深

ま
り
お
互
い
の
交
流
や
協
力
関
係

が
よ
り
高
ま

っ
て
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
お
り
、
き
た
る
べ
き

「生

涯
学
習
社
会
」
に
対
応
し
て
、
一
人

一
人
が
自
ら
の
意
思
と
判
断
で
取

り
組
む
べ
き
学
習
活
動
に
結
び
つ

く
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
学
習
の
成
果

が
町
民
文
化
祭
へ
の
参
加
出
品
と

し
て
、
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
も
望

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

• • 
「
視
聴
覚
ラ
イ
フ
ラ
リ
l
」

(
新
着
ビ
デ
オ
の
紹
介
)

①
、
『川
紀
行
』
後
志
利
別
川

1
黄

金
の
大
地
を
育
む
清
ら
か
な
悠

久
の
流
れ

1
清
流
日
本

一
利
別

川
流
域
の
歴
史
・

自
然
を
紹
介
。

[函
館
開
発
建
設
部
監
修
]

②
、
『
ア
イ
ヌ
文
化
を
学
ぶ
』

ア
イ
ヌ
文
化
を
日
本一
治
と
英
語

の
二
カ
国
語
に
よ
る
説
明
。

制
ア
イ
ヌ
無
形
文
化
伝
承
保

存
会
製
作
。

③
、
『
N
H
K
ビ
デ
オ
屋
久
島
』

世
界
的
な
自
然
を
保
護
す
る

「
世
界
逃
産
条
約
」
候
補
に
上
が

っ
て
い
る
屋
久
島
の
魅
力
を
紹

介
。

④
、『
A
P
E
C
と
は
何
ワ
』
『
レ
ク

イ
エ
ム
印
北
千
島
最
北
端
・

占

守
烏
の
戦
後
』
こ
の

2
本
は
科

学

・
文
化
映
像
普
及
事
業
と
し

て
刷
視
聴
党
セ
ン
タ
ー
寄
贈
。

*
こ
の
ほ
か
に
も
、
図
書
室
に
は

お
も
し
ろ
い
ビ
デ
オ
を
多
数
そ

ろ
え
て
貸
し
出
し
ま
た
、
図
書

室
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二
三
四
八
八

文化財探訪⑧

ま

今
月
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

仲
間
づ
く
り
や
町
づ
く
り
に
情
熱

を
燃
や
す
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会

(
実
行
委
員
長

水

野

進

)

の

み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は

「今

年
は
暖
冬
で
雪
か
き
が
楽
だ
ね
」

と
い
う
会
話
を
耳
に
し
ま
す
が
、

実
行
委
員
会
は
、

一
一
月
八

・
九
日
に

開
催
さ
れ
る

「第
十
四
回
今
金
雪

ま
つ
り
」
の
開
催
に
向
け
恵
み
の
雪

を
待
望
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
長
に
今
年
の
雪
ま
つ

り
の
抱
負
を
尋
ね
る
と

「町
民
の

『
私
た
ち
の
生
涯
学
習
』
Z
U
M
V
 

[
ウ
エ
ダ
式
豆
ま
き
器
]

種
子
を
ま
く
作
業
は
、
長
い
間

手
作
業
で

一
粒

一
粒
丹
念
に
ま
か

れ
ま
し
た
。
徳
島
県
出
身
で
白
石

の
開
拓
農
業
に
従
事
し
た
上
回
甚

作
さ
ん
は
、
な
ん
と
か
も

っ
と
効

率
よ
く
大
豆
の
種
ま
き
が
で
き
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
研
究
を
重

ね
る
こ
と
四
年
間
、
や
っ
と
、
完
成

し
た
の
が
写
真
の
豆
ま
き
器
で
す
。

明
治
四
二
年
、
今
か
ら
約
叩
年
前

の
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
期
待
や
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
頑
張
る
し
か
な
い
で

す
ね
。
そ
し
て
、
何
よ
り
目
だ
た
な

い
と
こ
ろ
で
実
行
委
員
と
し
て
汗

を
か
い
て
く
れ
る
仲
間
と
感
動
を

共
有
し
た
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
は
、
直
銭
的
な
学
習

活
動
を
通
し
て
個
人
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
と
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に

間
接
的
な
活
動
の
中
で
団
体
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
は
、
イ

ベ
ン
ト
は
次
の

5
つ
の
学
習
効
果

が
あ
り
ま
す
。
①
地
域
の
潜
在
能

• • 
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上目立而子
麻生九莞
松川民弓
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金子メロン
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官下嶺夫
若林 千鶴
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主事
訊
N
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H

N
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n

n

n

n

M

M

M

M

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

妖紡のおよめさん
白い貝のいいったえ
メロ ップスのわくわく大討陣 1， 2 
どじ魔女ミルの大てがら
日証立学校の転校生
魔女学校の一年生
白すまれた宝物
l、ミニック
アベルの品
エルフたちの午後
動物お断りこどもお断り
だ判がぼくの犬を殺したか
ア←ミ yシュに生まれでよかった
タッカーのいなか
アニ
わんぱくタイクの大あれ三学則
ヒトラ にぬすまれたももいろうさぎ
小包が運んできた口険
わが家は世界田栄て
組子ネズミの口険
フオ yクス、ホ ル
ぼくはエ←ス喝の持主だ
lまくとくらしたフクロウたち
テイムとふしぎな小人たち
荒野をこえて
アンクルの宝さがし
象のアンクル
アノクルのおおそうじ

夫世部小

フ

訓

ラ

グ

編

テ

(
孫

卜
ツ

館

の

の

ル

エ

書
ん

ド
も
ピ
フ

岡
山
み

d

ノ

n'
=
=

ン
い
ル
女
ナ
ラ
く
ペ
ン

エ
じ
パ

一石
底
一
ブ
お
ン
ヤ

ヒ
ク
の
泊
モ
の
ピ
ド
白
ト
た

ル
ス
ま
の
ド
ス
ア
一
王
ユ
つ

メ
パ
さ
川力
ル
モ
モ
い
均
グ
の
シ
の

の
/
月
マ
ザ
ロ
卜
し
の
の
ビ
人
に

界
ラ
お
ク
ナ
コ
パ
芙
火
山
へ
巨
風

世0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
同
日
目

目.... 寸ー文童児
大柿枠宏
浜田 糸i拘

9人の乙女 川断i山男
石打の子どもと地域編
コリノホキンス
マルカムパ ド

書図新
息子よアメ リカは父さんの敵だった
あまとんさん
死なないで1945年真岡郵世間
町の謎僻きブック
魔女の臨官
魔女図鑑

刊

飛んだ子ぶたダッキイ 訳 木間悦子
子ぷたシープピ yグ
50Sあやうし空白王さま号 n 佐蕗 涼子
ウオート ンの飛んだクリスマス、イフ
いつも土ょう日 ドヨンの日 " 古賀 允洋
消えたモート ンとんだ大そうさく n 日藤 涼子
火ょう日のごちそうひきがえる
クマのTRがやってきた IlJ日 文生

図書室の開館時間 (13:00-17: 15)、但し第2・4土曜日は、

こ
の
道
具
は
、
土
に
突
き
立
て

両
手
で
取
っ
手
を
開
閉
す
る
と
と

に
よ
り
種
が
落
ち
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
上
回
さ
ん
は
新
案

特
許
を
取
り
、
量
産
を
は
じ
め
大

正
末
期
ま
で
に
一
万
七
千
台
を
販

売
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

昭
和
初
期
に
品
田
屋
商
屈
が
製

作
を
引
継
ぎ
、
昭
和
初
年
頃
ま
で

作
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
動
力

機
械
に
取
っ
て
替
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
金
町
が
全
国
に
誇
れ
る
発

明
品
と
い
え
ま
す
。

〕nU
 
1
 
〔

カ

・
特
性
を
財
産
と
し
て
共
有

②
地
域
の
人
材
の
発
掘
③
地
域

サ
ー
ビ
ス
と
対
応
の
洗
練
④
体

験
を
通
じ
、
技
術
・
企
画
能
力
の
養

成

⑤
皆
で
考
え
役
割
分
担
に
よ

り
、
相
互
理
解
と
信
頼
関
係
を
形

成
。
皆
さ
ん
も
、
一
度
、
こ
ん
な
視

点
で
イ
ベ
ン
ト
を
見
つ
め
て
み
て

下
さ
い
。

8 45-12:00、13:00-17 : 15休館日(月曜日)

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

〈

2
月

8
1
9
日

第
凶
回
今
金
雪
ま
つ

りふ
れ
あ
い
広
場

日
ら
凶
日

今

金

雪
だ
る
ま
塾

学
習
セ
ン
タ
ー

H

体
育
協
会
、
関
係
委
員

視
察
研
修
(
厚
真
・
札
幌
)

凶
日
間

今

金

町
合
同
町
民
学
級

9
ω

町
民
セ
ン
タ
ー

H

第
お
国
道
ス
ポ
ー
ツ
桧

山
冬
期
大
会
(
上
ノ
国
町
)

お
日
間

第
7
回
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
(
美
利
河
)

H

町
内
少
年
少
女
百
人

一

首
大
会
9

∞
(
総
体
)

〈

3
月〉

2
日
日

地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

青
年
・
婦
人
合
同
文
化

祭

9
日
叩

第

お
田
町
民
歩
く
ス
キ

ー
の
集
い

" 

〕-1
 
〔



路
上
駐
車
は
絶
対
に

や
め
て
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
は
、
主
に
交
通
量
の

少
な
い
夜
間
や
早
朝
に
作
業
を
行

い
ま
す
が
、
地
吹
雪
の
時
な
ど
視

界
が
悪
く
、
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
車
が
駐
車
し
て
い
る
部

分
が
除
雪
で
き
ず
、
交
通
障
害
の

も
と
に
な
り
ま
す
の
で
路
上
駐
車

は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
例
年
に
な
く
、
降
雪
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

d ンJ)弘r ぷ]沙己~

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の

密
輸
防
止
に
ご
協
力
を
/

麻
薬
や
党
せ
い
剤
な
ど
の
汚
染

が
拡
大
し
、
乱
用
者
も
主
婦
や
学

生
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

税
関
で
は
、
他
の
取
締
り
機
関

や
世
界
各
国
の
税
関
な
ど
と
協
力

し
て
、
日
夜
水
際
で
の
取
締
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

2
月
は
「
薬
物
乱
用
事
犯
取
締

強
化
月
間
」
と
し
て
全
国

一
斉
に

特
別
取
締
り
を
実
施
し
ま
す
。

麻
薬

・
覚
せ
い
剤
等
に
関
し
て
、

目
に
し
た
り
耳
に
さ
れ
た
情
報
を
、

健診を受けて明るい健康づくり

2珂みんな
項 目 対 g， 者 実施日 H寺 !制 対象地区 実施会場 間 考

一般住民関保

一般相談 全住民 10日(月) 10: 00........12: 00 主地区 老人福祉センター 健康相説(血圧制定・尿検査)

一般相談 全住民 17日(月) 10: 00-12: 00 " 老人偏祉センタ 健康相韻(血圧測定。尿検査)

一般相談 全住民 24日(月) 10: 00-12: 00 H 老人福祉センター 陸康相離(血圧醐定毘検査)

無匡地区巡回醇療(耳鼻科) 全住民 25日(火)
受付時間

N 町民センター 八君臨合病院耳鼻科医師普祭(有料)
14: 20........14: 50 

一般相談 全住民 3月3日[月) 10: 00........12: 00 N 老人福祉センター 暗躍相盟(血圧測定尿検査)

乳幼児関悟

乳児相談 生桂3，6， 9ヶ月児 13日(木)
受付時間

生地区 町民センター 位脱帽桜 ・身体計棚
9:30-10:00 

股1関節脱臼検診 生佳4ヶ月鬼 4日(火) 実13施0時0間........14 : 00 N 今金保位所 股関節X輯拠影

乳児健診 生後4.7. 10. 12ヶ月児 20日(木) 受付時間 n 町民センター
身体計a!lJ 医師静察 ・歯科相

13; 00.......13: 15 談 ・栄韮相談 。他康相談

妊産婦関慌

妊婦他器 妊婦の方 18日(火) 受付時間 生地区 今金町国保踊院
尿検査歯科相談 ・健康相談 ・

13: 00.......13 : 30 医師診察(有料)

母親学級 妊婦の方 19日(水) 13: 30-15: 30 " 町民センター
妊婦体操、呼暁法赤ちゃんの
お風呂 ・母と子の歯の話

母親学級 妊婦の方 25日(火) 13: 30.......15: 30 " 町民センター んビデのオ栄学華習翻お乳母法さん、赤ちゃ

(保健福祉課保健福祉係 国保係)
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司
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会
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E
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楽
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藤

弾

別

石
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社

川

川

町

加

井

波

金

駒

川

ね

性

木

中

沢

眠

舘

藤

轟

大

中

武

和

油

企

中

川

市

加

笹

極

釦

本

大

米

光

境

村

安

崎

水

和

中

喜

自

制

近

加

飛

利

山

内

野宮印刷

松下正幸

折原岡 E
スナ y ク瀞

ニコニコ食堂
田中靴居

つぶら菓子屈

#山両県

今金婦人会

今金町赤十子事仕団

極川鼎人会

加藤玲子

小池亜徳

今金日石株式会社

浜田 畳

だるま持司

今村由多1子
誼藤幸男

スナックまこ

長谷川政 n?:l
内ヶ品祐一

神保トシ子

今金町間勤同盟三分団

利回祥子

帽ほけん'Je:

遠藤とめ

伊東フミエ

麗村家具セノタ一

大白行雄

みなみかわ

黒沢耐会

芳賀芳見

多田守仲

I~ 形哲夫
役場職員組合

松永正義

柳沢 童話

今金町民生委員協議会

琴鈴会

今金町社会福祉協語会

今金町師辿協

長谷川 金二

宮崎唯夫

松谷さなえ

松橋貞子

小西 ns !JJ 
千草呉服庖

Aコ プ衣料品部
独川きょ

{嘩倉市〉

大辻

{札幌市〉

IJ.卜7ベ，I印刷!!
浜凶信義

尚松 一 江

戸 田 一 夫

宮崎 山

(苫小牧市)

市桶直

(函館市)

佐磁罰治

日本たばこ園曲営票所

〈森町}

金丸豊

〈八雲町〉

長者川水産

成田芳見

〈上ノ園町}

大在松三郎

〈厚沢部町〉

jt 烏武

{乙部町)

山崎トメ

三 柿金凶郎

(熊石町)

連藤サ

(瀬棚町}

細川|幸治

瀬相町手をつ立ぐ盟の告

フオルケホイスコーレ

(jt檎山町〉

東ハイヤ

河野守百

倍山北高等学校

(今金町〉

今金町田業協同組合

佐藤モーター商会

ふじかわ同庖

今金、ノパメ石油

佐々木金物庖

鈴木 忠

西田商居

内磁精肉庖

小 /11 食品

外量鮮偽庖

外崎鮮魚店

石川スポーツ

佐藤ふとん応
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と巴カりあヰ寸詩の額多のヘ
ム云鑓

川リ

協
よ
刷
だ
山中
A
E
i
 

華
叫

瑚

==E
妥

協

立
は

祉

咽
喧

福

出品凸

拾
畑一江

・私

t
※

(敬称略)

9 

現

古

ど
ん
な
さ
綱
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
の
で
最
寄
り
の
税
関
へ
通
報
し

て
下
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
会
密
輸
1
1
0
番

に
注
意
願
い
ま
す
。

。
消
防
水
利
(
消
火
栓
、
防
火
水

格
)
の
付
近
へ
の
車
の
駐
車
ま

た
は
、
雪
の
投
捨
て
0

0

消
防
車
両
の
通
行
に
支
障
と

な
る
よ
う
な
、
狭
い
道
路
で
の

駐
車
。

。
火
災
現
場
付
近
へ
の
乗
用
車

の
乗
り
入
れ
。

持
消
防
へ
の
連
絡
は
次
の
こ
と
を

お
守
り
く
だ
さ
い
。

A
M
-
-
9
番
は
火
事
と
救
急
の

専
用
危
話
で
す
。
そ
の
他
の
連

絡
は
普
通
電
話
を
利
用
く
だ
さ

0
1
2
0
11
4
6
1
1
1
9
6
1
i
 

函
館
税
関

消

防

か

ら

の

お

願

い

本
格
的
な
降
雪
期
に
入
り
、
道

幅
が
狭
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

火
災
や
緊
急
の
消
防
活
動
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と• • 

お知らせ

女《家庭看唖教室》とき 2月10日(月) 13:00......15:30 場所 老人福祉センター

内容 『お年寄りのなりやすい病気とその予防』官需ってご参加ください会

合《麻疹予防接種》詳しい内容については、個別に通知致します。

雄

ダ

A
H

災
害
(
火
災
等
)
発
生
直
後
の

消
防
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

重
要
通
信
に
混
乱
を
き
た
し
ま

す
の
で
し
ば
ら
く
の
問
、
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

今
金
消
防
署

8
2
1
0
5
1
9
 

• • 気をつけよう

冬のお風日の入り方

脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
が
破

れ
た
り
つ
ま
っ
た
り
す
る
病
気
の

総
称
で
す
。
血
液
が
脳
内
に
あ
ふ

れ
た
り
血
管
を
流
れ
る
血
液
が
途

絶
え
た
り
す
る
と
脳
細
胞
は
酸
素

不
足
・
栄
養
不
足
に
な

っ
て
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
多

く
の
場
合
、
手
足
の
麻
療
や
言
語

障
害
な
ど
の
後
遺
症
が
残
る
の
で

す。
脳
卒
中
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
中
で
も
特
に

冬
場
に
気
を
つ
け
た
い
の
が
『
お

風
呂
』
で
す
。
お
風
呂
自
体
が
脳
卒

中
を
引
き
起
こ
す
の
で
は
な
く
入

り
方
が
問
題
な
の
で
す
。
特
に
血

(12) 

今金消防署管内出動状況

2件

3件

2件

4件

189件

動

動

動

動

動

出

出

出

出

出

災

戒

査

助

急

平成8年

火

警

捜

救

救

。0
0
0
0

1 

圧
の
高
い
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
こ
で
い
く
つ
か
注
意
点
を
あ
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。

争
脱
衣
場
は
あ
ら
か
じ
め
暖
め
て

お
く
。
(
お
風
呂
で
温
ま
っ
て
も

脱
衣
場
が
冷
え
て
い
れ
ば
急
激

な
温
度
差
で
血
圧
が
上
昇
し
て

し
ま
い
ま
す
。)

+
お
湯
の
温
度
は
お

1
羽
度
く
ら

い
の
ぬ
る
め
に
。

争
浴
室
が
暖
ま
っ
て
い
な
い
の
で

一
番
湯
は
避
け
る
o

e湯
船
に
つ
か
る
と
き
は
や
や
浅

め
、
胸
く
ら
い
ま
で
に
。

争
入
浴
時
間
は
凶
分
く
ら
い
に
し
、

長
湯
を
避
け
る
。

ぬ
る
め
の
お
風
呂
は
血
圧
を
下

げ
る
働
き
が
あ
り
、
ま
た
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
も
あ
り
ま
す
。
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
状
態
で
睡
眠
に
入
れ
ば

疲
労
回
復
に
も
な
り
ま
す
。

逆
に
熱
い
お
湯
に
長
時
間
入
る

こ
と
は
血
庄
の
上
昇
を
招
き
、
脳

卒
中
の
危
険
を
高
め
ま
す
。

入
浴
は
快
適
な
日
常
生
活
に
は

か
か
せ
な
い
習
慣
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
注
意
点
を
参
考
に
上
手

な
入
浴
法
を
身
に
つ
け
、
毎
日
を

健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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平成8年農業所得・ー

納税相談目

※農業所得申告相談日

月 日 股事組合

午fllJ 下稲聴上種I11、八束
2月17日

午後下盟国上鈴金神丘

午前 金又住中春日JI
2月18日

午後御影上田代、八束初

午前花石、中トマンケシ
2月19日

午後盟国中央下種川

午前寒界金原姐下白
2月20日• 午後中種川鈴岡第一、ぷ

午前上稲穂、神E中央、
2月21日

午後中里八東宝田、南

午前上盟国金町中央、種
2月26日

午後八束栄、神丘共和、鈴

午前田代 日進下トマン
2月27日

午後上白石八東南原鈴

午後上金版、トマンケシ、

※一般確定申告納税相談

3月2日-17日まで(午前9時~守

。相談会場役場3階大会議室

(土曜日 ー日限日は除く)

役場町

-Tel 
② 。

番

編集/ AA L 保健福祉

函

O 保健福祉課にI

総合福祉施設

※ 国民健康保険(

般確定申告

程

A 名

車宮の下

丘中台、光台

美和l河

初回八鈴

1111.且
且又

八束吏生

石、神丘新興

瑞穂、上種I11(A) 

金原昭和、南田代

/l!t}P， 
i 又

種川宮前、鈴川

鈴金、イマヌエル

ノケシ、奥極川

鈴岡第二

丘高台

鈴岡下台

3時30分まで)

2月の休日当番医

2日 北槍山110国保病院 (北槍山) 34-5321 

9日 同出口 田 医 院 (今金) 32-0324 

11日 今金町国保病院 (今金) 32-0221 

16日 道南ロイヤル病院 (北槍山) 34-5011 

23日 岩 間 医 院 (今金) 32-0057 

。ZOo2oOZ。住民の動態 ややや
12月末現在

口

数男
女
帯

人

世

前月対比

7，325人( 3) 

3，536人
3， 789人( 3) 
2，581世帯(ム1)

r::Iおたんじようおめでとう

狭間 瑠る奈伝ち"'"， 12月18日(保護者 裕)日の出町

惣蔵 有ゆ未みちゃん 12月17日(保護者浩光)八柏町下

惣蔵 た孝か史ふみち'"10 12月17日(保護者一浩光)ぽ宮町下

多国 ゅ惰うへ平いh ん 1月 1日(保護者伸治)南町

相)11 小紅ちぜん l月6日(保護者岩男)末広町

阿部彩月ち~ 1月5日(保護者 勉)寒昇

~おくやみもうしあげます
長谷川マサヲさん 12月19日 91歳 些寿園
多国利男さん J2月22日 71歳束 町

児玉作夫九 12月27日 85歳豊寿圏
梅津健也hん 12月31日 2歳南栄町

1"1口三郎さん l月 l日 84歳種川駅前
湯元 消さん l月2日 66歳神丘中台
岡林興吉さん l月3日 66歳八束中央
遠藤 束さん 1月3日 92歳豊寿園
小川トクヱさん l月3目 的歳末広町
佐瀬秀義さん l月13日 72歳高美町

熊探勝美さん 1月14日 45歳種川宮前
伊政トミノさん l月17日 80歳南 町

1月18日受付分まで記載

課が2月1日から

総合福祉施設 「としべつ」に移動しました。

することなどお気軽に電話ください。

8代表2-2780 

資格取得 ・喪失・異動は町民課で行います。

(14) 


